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研究のブレークスルーのためには，実験装置の測定精度を

従来よりも 1 桁上げるか，試料を制御するパラメータを 1 つ

増やすか，他人の持たない装置をつくることが重要だと，若

い時代に言われたことがある．顕微鏡の分野でも当然のこと

であり，いろいろな工夫をして，従来とは異なる観察をしな

がらも，分解能を向上させることが必要であることは言うま

でもない．先日，大学の社会人を対象とする夜間講義を「高

分解能電顕法の基礎」について行った．それに先立ち，電子

顕微鏡の分解能はどれぐらいのタイムスケールで向上して

いったのだろうかと興味半分，調べてみた．1950 年発行の

和文誌「電子顕微鏡」第 1 巻 2 号に，「最近の海外の電子顕

微鏡の発達」と題して，東芝の鴨川浩氏が記事を執筆してい

る．それによると，1932 年に Ruska と Knoll により発表さ

れた直後には虫眼鏡程度の倍率しか得られなかったが，1939

年には 5 nm の分解能になっている．その後，1946 年には理

論分解能に近い 0.8 ～ 1.0 nm という値を得ることに成功し

ている．新しいことに初めてチャレンジするときには，その

初期の進歩は著しいが，その後はスローダウンし，長年か

かって収差補正にまでたどり着いてきた．本号では，「環境

電顕の進歩と応用」を特集に取り上げた．環境という試料に

対するパラメータを一つ増やすことで，手のつけやすい分野

から新しい知見が得られるが，難しい分野で物理・化学を語

るために本当に必要な分解能は今後どうあるべきかと，ふと

思ったりする．

（大阪大学　保田英洋）
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